
◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
二
年
五
月
一
九
日
法
律
第
三
四
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
四
月
九
日
・
衆
議
院
環
境
委
員
会
）

○
小
沢
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

提
案
の
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
不
適
正
処
理
対
策
を
内
容
と
す
る
規
制
の
強
化
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
巧
妙
か
つ
悪
質
な
不
適
正
処
理
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
廃
棄
物
処
理
施
設
の
立
地
が

進
ま
な
い
と
い
っ
た
悪
循
環
が
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
廃
棄
物
の
再
生
利
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
も
の
の
、
排
出
抑
制
や

焼
却
す
る
際
の
熱
回
収
は
不
十
分
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
不
適
正
処
理
の

悪
循
環
を
早
急
に
断
ち
切
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
を
回
復
し
つ
つ
、
長
期
的
な
廃
棄
物
の
適
正
処
理
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
に
、
廃
棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
に
よ
る
適
正
な
処
理
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

排
出
事
業
者
に
よ
る
不
適
正
保
管
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
産
業
廃

棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
は
、
事
業
場
の
外
に
お
い
て
当
該
産
業
廃
棄
物

の
保
管
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
件

数
で
約
七
割
、
量
で
は
約
九
割
を
占
め
る
建
設
系
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
事

業
形
態
が
重
層
化
、
複
雑
化
し
、
処
理
責
任
の
所
在
が
不
明
確
に
な
っ
て

い
る
建
設
業
の
実
態
に
か
ん
が
み
、
元
請
業
者
を
一
元
的
に
排
出
事
業
者

と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
確
保
し
施
設
に
対
す
る
住
民

の
信
頼
を
醸
成
す
る
た
め
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に
対
し
、
都
道
府
県
知
事

の
定
期
検
査
、
及
び
施
設
の
維
持
管
理
情
報
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
公
表
を
義
務
づ
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
許
可
を

取
り
消
さ
れ
た
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者

に
対
し
引
き
続
き
維
持
管
理
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
当
該
維
持
管
理
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を
行
う
者
及
び
維
持
管
理
の
代
執
行
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の

最
終
処
分
場
に
係
る
維
持
管
理
積
立
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
不
法
投
棄
等
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。不

法
投
棄
等
の
不
適
正
処
理
の
未
然
防
止
と
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
る

た
め
、
法
人
の
従
業
員
等
が
不
法
投
棄
等
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
に
対
す

る
罰
則
を
三
億
円
以
下
の
罰
金
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
立
入
検
査
の

対
象
を
土
地
所
有
者
そ
の
他
の
関
係
者
、
車
両
そ
の
他
の
場
所
に
ま
で
、

措
置
命
令
の
対
象
を
基
準
に
違
反
し
た
収
集
運
搬
、
保
管
に
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
廃
棄
物
処
理
業
の
優
良
化
の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
優
良
化
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
許
可
の
更

新
期
間
に
つ
い
て
、
許
可
を
受
け
た
者
の
事
業
の
実
施
能
力
及
び
実
績
を

勘
案
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
の
欠
格
要
件
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
処
理
業
者
等

が
特
に
悪
質
な
違
反
を
犯
し
て
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
そ

の
役
員
が
役
員
を
兼
務
す
る
他
の
廃
棄
物
処
理
業
者
等
に
許
可
の
取
り
消

し
が
連
鎖
し
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
、
適
正
な
循
環
的
利
用
の
確
保
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

廃
棄
物
焼
却
時
の
熱
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
廃
棄
物
の
焼
却
時
に
一

定
基
準
以
上
の
熱
回
収
を
行
う
者
に
つ
い
て
の
認
定
制
度
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
発
展
途
上
国
で
は
適
正
処
理
が
困
難
で
あ
る

が
我
が
国
で
は
処
理
可
能
な
廃
棄
物
の
輸
入
を
可
能
と
す
る
た
め
、
輸
入

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
、
国
内
で
処
理
す
る
こ
と
に
相
当
の
理
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
国
外
廃
棄
物
を
委
託
し
て
処
分
し
よ
う
と
す
る
者
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
で
す
。

二
、
衆
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
四
月
二
〇
日
）

○
樽
床
伸
二
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
確
保
を
図
る
た
め
、
第
一
に
、
産

業
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
に
よ
る
事
業
場
外
に
お
け
る
保
管
に
つ
い
て
届

け
出
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
、
ま
た
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
定
期
検
査
制

度
の
導
入
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
に
関
す
る
罰
則
の
強
化
、
技
術
基
準

等
に
適
合
し
た
熱
回
収
の
機
能
を
有
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
の
認
定
制
度
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の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
九
日
小
沢
環
境
大
臣
か

ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
六
日
に
質
疑
を
行
い
、
同
日
質
疑
を

終
局
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

本
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
五
月
一
二
日
）

○
山
谷
え
り
子
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
の
悪
循
環
を
早
急
に
是
正
し
、

廃
棄
物
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
し
つ
つ
、
長
期
的
な
廃
棄
物
の
適

正
処
理
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
排
出
事
業
者
が
行
う
産
業
廃
棄
物
の
保

管
に
係
る
届
出
制
度
の
導
入
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
定
期
検
査
制
度
の
導

入
、
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
適
正
な
維
持
管
理
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

の
強
化
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
対
策
の

重
要
性
、
建
設
系
廃
棄
物
に
係
る
処
理
責
任
の
一
元
化
を
徹
底
す
る
必
要

性
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
確
保
の
在
り
方
、

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
必
要
性
等
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
二
年
五
月
一
一
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
排
出
事
業
者
責
任
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
不
適
正
処
理
の
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
と
も
責
任
の
強
化
・
徹
底
の
観
点
か
ら
適
宜
必
要
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
建
設
系
廃
棄
物
に
係
る
排
出
事
業
者
の
元

請
業
者
へ
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
関
係
業
界
と
の
連

携
の
下
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
不
適
正
処
理
の
防
止
に
努

め
る
こ
と
。

二
、
優
良
な
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
許
可
の
有
効
期
間
に
係
る
特
例
に

つ
い
て
は
、
許
可
期
間
を
め
ぐ
っ
て
都
道
府
県
、
排
出
事
業
者
及
び
処

理
業
者
の
間
で
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
。
ま

た
、
処
理
業
者
の
優
良
化
が
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
、
優
良
化
の
認
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定
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
。

三
、
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
普
及
拡
大
の
た
め
、
特
に

処
理
業
者
の
加
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
の
排
出
量
、

受
託
件
数
等
に
応
じ
て
、
一
定
規
模
以
上
の
排
出
事
業
者
や
処
理
業
者

へ
の
義
務
付
け
を
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
廃
棄
物
分
野
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
の
焼
却
時
の
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
収
集
運
搬
の
効
率
化
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
、
施
設
の
更
新
等
、
廃
棄
物
分
野
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
を
総
合
的

に
進
め
る
こ
と
。

五
、
廃
棄
物
の
定
義
、
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
区
分
、
拡
大
生
産

者
責
任
の
強
化
等
、
廃
棄
物
処
理
法
に
お
い
て
従
来
よ
り
課
題
と
さ
れ

て
い
る
事
項
に
つ
い
て
今
後
と
も
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
の
み
で
は
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現
は
困
難
な
こ
と

か
ら
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

六
、
放
射
性
廃
棄
物
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
射
性
廃
棄
物
が
廃
棄
物
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処

分
に
お
い
て
非
意
図
的
に
混
入
し
、
汚
染
が
拡
散
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
対
策
に
努
め
る
こ
と
。

七
、
希
少
な
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
廃
小
型
電
子
・
電
気
機
器

等
か
ら
の
レ
ア
メ
タ
ル
の
効
率
的
な
回
収
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
資
源
戦
略
の
観
点
か
ら
、
低
未
利
用
の
希
少
資
源
に
係
る
回
収

・
活
用
の
技
術
開
発
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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